
 
令和８年度 泉が丘小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 
１ 教育目標（目指す児童像含む） 

よりよい社会と幸福な人生を切り拓き，未来の創り手となれるように，確かな学力と豊かな心，健やかな体をもち，これから

の社会を力強く生き抜くことができる力をもった，たくましい児童を育成する。 
・ 進んで学び，基礎・基本をしっかり身につける子   （ しっかり学ぶ  泉っ子 ） 
・ 学びをもとに考え，問題解決ができる子       （ よりよく生かす 泉っ子 ） 
・ 自分の生き方を考え，誠実で思いやりがある子    （ なかよく生きる 泉っ子 ） 
・ 健康や安全に気をつけ，元気に生活できる子     （ 元気でがんばる 泉っ子 ） 

 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

「児童一人一人が，みんなとともに生き生きと輝く学校」を目指す。 

     ・ 児童が夢と希望をもち，明るく活気に満ちた学校 

     ・ 気持ちのよい環境で，温かい心の触れ合いにあふれ，仲間とともに仲よく学べる学校 

     ・ 家庭・地域と連携した教育活動を推進し，信頼される学校 

 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１） 一人一人を尊重し，人格の形成を目指す学校  〔子供一人一人のよさや個性を大切にしよう〕 

一人一人の児童について知・徳・体の調和のとれた成長を促すとともに，個人及び公民的資質の伸長を図り，教育目標

の具現に努める。                               

（２）   しなやかに生き抜くために必要となる資質・能力を確実に育成する学校  〔日々の授業に最善を尽くそう〕                                             

全ての教科領域で，「基礎的・基本的な知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」，「学びに向かう力，人間性等」の育成

を目指し，「主体的・対話的で深い学び」を通した質の高い教育の充実に努める。 

（３） 思いや願いを豊かに表現できる学校  〔明日も来たいと思う学校・学級をつくろう〕                

豊かな感性を育て，互いに高め合える学級集団の育成を推進し，いじめ・不登校・集団不適応など，児童指導上の課題

解決に努める。                               

〇（４） 「社会に開かれた教育課程」を実現し，家庭・地域に信頼される学校   〔保護者や地域と共に子供を育もう〕 

伝統ある校風を基盤に，児童・保護者・地域の実態や思いを共有し，創造的・計画的に連携を進めて，地域の信頼と要

請に応え，公教育の使命を果たすように努める。小中一貫教育の推進にも積極的に取り組む。   

（５） 教職員が学び続け，生き生きと働く学校  〔自ら学び，生き生きと働こう〕 

教職員としての自覚と使命感を持って，絶えず研究と修養に努めるとともに，自身のライフワークバランスを整え，生

き生きと働けるようにする。   

（６） 業務量管理・健康確保措置の実施  

     教職員が健康で生き生きとやりがいを持って勤務し，質の高い教育を行うため，下記の目標を掲げ，働き方改革を推進

する。 

 ・教員の時間外在校等時間を１か月で４５時間以内，１年間で３６０時間以内（令和１４年度末） 
・児童生徒と向き合う時間を確保できている教員の割合９０％（令和１４年度末） 
・時間外在校等時間が１か月８０時間を超える教職員の人数０人を目指す。（令和９年度末） 
 
 
 
 
                          

 

 
 
 
 

【泉が丘地域学校園教育ビジョン】 
望ましい人間関係をつくり，進んで学び合う児童生徒の育成 ～学びの泉 おもいやりの泉 げんきの泉～ 

 泉が丘中・今泉小・泉が丘小の３校が連携・一貫して「学び・共に行動し・鍛える」教育活動に取り組むことにより，

３校共通の学校経営の重点である「児童生徒の人間関係構築力」の育成を図り，相互に関わり合いながら「共に学ぶこ

と」「共に行動すること」「共に生きること」について考えさせることにより，各校における教育課程実践の充実・深化を

図る。 

別紙１ 



 
４ 教育課程編成の方針 

（１）学校教育目標達成のために設定された学校経営の理念及び学校経営の方針，地域学校園の教育ビジョ 
ン，今年度の重点目標，今年度の努力点や具体策を踏まえ，全教育課程に意図的・計画的・系統的にその具現化を図るた

め，教科等横断的な視点に立って編成する。 
（２）児童の学校生活の場として設定している，朝の活動，授業時間（各教科，道徳，外国語活動，総合的な 

学習の時間＜泉の時間＞，特別活動），休み時間（業間，昼休みを含む），給食の時間，清掃の時間を基本的な枠組みとして

教育課程を編成し，各教育活動相互の関連とその配置のバランスを図り，時数を確保する。 
（３）年間的な枠組みとしての２学期制をもとに，教育内容の設定と授業・教育活動時間相互の有機的な関連 

を図る。また，効果的な教育活動の規模等について，重点化を図りながら，柔軟性をもたせ，教育活動全体として計画的・

機能的で一貫性のある調和のとれた実施計画を作成することにより，学校教育目標の達成を図る。 
 
５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１）学校運営  

  「『いいね』と『わくわく』がいっぱい！楽しい学校 泉が丘」を合言葉とし，児童・教職員・保護者・地域の人々すべ

てを組織の一員と捉え，一丸となって誰もが「明日も来たい」と思える学校づくりを推進する。 

①学校ＨＰや学校だより，学年だよりなどを通した，学校経営方針や本年度の重点目標を具現化する取組等の積極的な情

報発信と理解推進 

〇②泉が丘地域学校園の小中一貫教育，地域の教育資源の積極的な活用による「学校力のさらなる向上 

③日常業務の精選や行事・日課の工夫，ＩＣＴ活用した労力軽減の推進による，教職員が気持ちよく児童や業務に向き合

える環境の整備 

（２）学習指導  

①主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善による確かな学力の育成 

  ②「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な推進 

  ③基礎基本の確かな育成 

  ④教科担任制の推進 

⑤教科横断的な視野に立った資質・能力の育成 

  ⑥家庭学習への意欲の向上と習慣化 

（３）児童生徒指導 

    ①一人一人の「いいね」を生かす学年・学級経営の充実 

②豊かな感性を育む活動の充実 

③問題行動や不登校等への組織的対応 

  ④宮っ子心の教育の推進 

  ⑤地域社会・関係機関との連携の強化 

（４）健康（保健安全・食育）・体力 

    ①運動に親しむ資質・能力の育成 

  ②食育・保健指導の充実 

  ③安全教育・校内安全指導の充実・徹底 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 自己評価  Ａ１～Ａ２１は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力し

たり，必要な情報を集め

たりして考えるなど，主

体的に学習に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，学習課題を解決する

ために，友達と話し合ったり，

必要な情報を集めたりしなが

ら，じっくり考え，進んで学

習に取り組んでいる。」⇒児童

の肯定的回答 85％以上 

①学習活動の中で，考えを伝え合った

り，自分の考えを説明し合ったりす

る際，学び合う視点を示す等，発達

段階に応じてより考えを広げたり

深めたりできるようにする。 

②児童の実社会や実生活に関連した

教材・教具を用いながら，単元の中

で，児童の「わくわく」を高められ

るように工夫していく。 

③1人 1台端末や図書資料等から，必

要な情報を収集し活用する学習活

動を適宜設定し，進んで学習に取り

組むことができる環境を整える。 

④「家庭学習の手引き」を全学年にプ

リントで配付し，活用できるように

する。家庭学習強化週間を年１回程

度（秋頃）実施し，学校と家庭で連

携して家庭学習の習慣化に努める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童（生徒）は，誰に対し

ても，思いやりの心をもって

優しく接している。」⇒保護者

の肯定的回 85％以上 

 

①道徳的価値を実生活の中から捉えら

れるような道徳科の授業を実践し，

生命を尊重する心や人を思いやる心

の涵養を図る。 

②人権に関する標語等を作成し，効果

的に掲示することにより，人権尊重

の精神を涵養する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

Ａ３ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「私は，夢や目標に向かって

あきらめずに，粘り強く取り

組んでいる。」⇒ 

児童の肯定的回答 85％以上 

①本時のめあてを明示し，課題に対し

て見通しをもたせ，解決に向けて粘

り強く取り組むことができるよう

配慮し，「よく考えた，分かった，で

きた」という喜びを味わえる授業づ

くりに努める。 

②キャリアパスポート等を活用し，児

童が自らの成長を振り返る力と，教

師・保護者がその努力を認め励ます

協働的な支援体制を整える。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 



１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「私は，健康や安全に気を付

けて生活している。」⇒児童の

肯定的回答 85％以上 

①保健委員会からの呼び掛けや保健

室前の掲示物等を利用して，危機察

知能力の向上を図り，けがの防止に

努められるようにする。（校内の危

険個所の共有，けが発生の原因の理

解，危険の回避の仕方の指導等）。 

②保健室からの指導や読み聞かせボ

ランティアとの連携を通して，「性」

に対する指導を計画的に行い，身体

に対する理解を図るとともに，性犯

罪の防止（被害者にも加害者にもな

らない）に繋がるようにする。 

③交通安全，生活安全，災害安全につ

いて，避難訓練や交通安全教室等を

通して指導し，自分の身は自分で守

る意識を高め，適切な判断力と行動

力を身に付けさせる。 

④学習内容に合わせた栄養教諭の指

導や家庭との連携を図りながら，朝

食の摂取やバランスのとれた食事

など，望ましい食生活の形成を目指

す。また，給食委員会の食に関する

主体的な活動を通して，食事マナー

の定着を図り，児童が自ら健康や安

全に気を付けて生活できる実践力

を育成する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさや

成長を実感し，協力して

生活をよりよくしようと

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，自分の良さや考えを

生かしたり，周りと協力し合

ったりして，進んで生活をよ

りよくしようとしている。」⇒

児童の肯定的回答 85％以上 

①係活動や当番活動など，周囲のため

に活動する機会を積極的に確保す

るとともに，学級内での認め合いや

称賛の場を充実させることで、自己

有用感を高める。      

②縦割り班活動や児童会活動等の充

実を図り，異年齢集団と関わる場を

通して，上学年から学んだり下学年

の支えになったりするよさを実感

できるよう支援する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使って

コミュニケーションして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「私は，外国語活動(英語）の

授業や ALT との交流の際に，

英語を使ってコミュニケーシ

ョンしている。」⇒児童の肯定

的回答 85％以上 

①英語でのやり取りを中心とした授

業を展開および授業以外の時間も

活用して児童が英語に慣れ親しむ

機会が多くなるようにする。 

②ＡＬＴとの会食や手作りの掲示物

等で外国語に触れる機会を増やす。 

③「４つの大切」を意識した児童のや

りとりや発表を全体に共有して称

賛したり，児童が達成感や満足感を

味わえる声掛けをしたりすること

で，言語活動の充実を図り，進んで

英語を使おうとする態度を養う。 

④単元の中で児童が「できた」という

実感をもてるように振り返りのワ

ークシートを工夫し，教師からフィ

ードバックをすることで自信をも

たせる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 



Ａ７ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「私は，宇都宮の良さを知っ

ている。」⇒児童の肯定的回答

80％以上 

①社会科・総合的な学習の時間におけ

る「宇都宮学」の充実を図り，郷土

への愛情と誇りの醸成に努める。 

②各教科・領域と宇都宮学とを関連付

け，児童が宇都宮の良さを実感でき

るように，学年に応じて指導する。 

③宇都宮産の食材を使った給食を栄

養教諭により紹介することで，地域

の良さに気付かせ，郷土への関心を

高める。 

④道徳科の授業において，「道徳科地

域教材」を活用し，郷土愛について

考える時間を設ける。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機器

や図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，パソコンや図書等を

学習に活用している。」⇒児童

の肯定的回答 85％以上 

①教職員が ICT 機器の特性を知り，授

業で効果的に活用できるよう，校内

研修等で技能向上を図る。（新しい

機能やツール，児童用デジタル教科

書の活用等） 

②GIGA スクール構想における 1 人 1

台端末の活用について，児童が端末

に慣れ親しみ，学校や家庭で適切に

活用することができるよう，授業に

おいて計画的に指導する。 

③各教科及び各種年間指導計画に図

書館の利用を適切に位置付けると

ともに，司書と連携を図り，学習に

活用するための図書資料を計画的

に準備し，学習環境を整える。 

④学年に応じて情報モラル・デジタル

シティズンシップの指導も行い，ア

カウントやパスワードを適切に管

理（自分で覚える，他人に教えない

等）できるように指導する。 

⑤ICT 機器を活用した児童の活動の様

子を，学校ＨＰや各種だより等で積

極的に発信していく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な社

会」について，関心をも

っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，『持続可能な社会』に

ついて，関心をもっている。」

⇒児童の肯定的回答 85％以

上 

 

①授業での該当単元において，SDGs と

の関連を図りながら身の回りの課

題を探究的に解決していくことに

より，地域や社会に目を向け，積極

的に社会に参画しようとする態度

を養う。 

②各種委員会の取組で SDGs につなが

る活動を紹介したり，掲示物を工夫

したりする等，全校生への周知・啓

発を図る。 

③環境問題やエネルギー問題等から，

節電や節水，リサイクル等に取り組

む習慣を身に付けさせ，「持続可能

な社会」につながることを指導して

いく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 



３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実態

に応じて，適切な支援を

している。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「教職員は，特別な支援を必

要とする児童（生徒）の実態

に応じて，適切な支援をして

いる。」⇒職員の肯定的回答

95％ 

①特別な支援が必要な児童の実態や

支援の手立てについて，全職員で共

通理解を図り，迅速かつ組織的な対

応にあたる。 

②特別支援学級に限らず，通常の学級

においても特別な支援を必要とす

る児童について，個別の指導計画を

作成し，全職員で共有し計画に基づ

いた支援を行う。 

③特別支援コーディネーターや担任

との連携のもと，かがやきルームの

効果的活用を図るとともに，少人数

指導等，個に応じた指導の充実に努

める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許

されない行為であること

を指導している。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「先生方は，いじめが許され

ないことを熱心に指導してく

れる。」⇒保護者の肯定的回答

85％以上 

①いじめは絶対に許されないという

考えのもと，教職員によるいじめ防

止に関する日常的な指導や「泉が丘

小いじめ防止基本方針」に基づき職

員研修などを通して共通理解を図

り組織的に指導にあたる。 

②学校生活アンケート，教育相談を通

して，いじめの早期発見に努めると

ともに，被害者の立場に立って継続

的に関わることにより，確実な解消

を目指す。 

③「いじめゼロ強調月間」には，児童

会が主体となって，呼びかけや「い

じめゼロ運動」を展開し，学校全体

で一人一人がいじめに対する正し

い判断力や行動力をもつことがで

きるようにする。 

④人権に関する標語等を作成し，効果

的に掲示することにより，人権尊重

の精神を涵養する。 

⑤児童指導だよりを年に数回発行し，

いじめを防止する取組について HP

や学年だよりを通じて保護者に向

けて知らせる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

Ａ12 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行って

いる。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「教職員は，不登校を生まな

いよう，一人一人の児童を大

切にし，児童がともに認め励

まし合う学級経営を行ってい

る。」⇒職員の肯定的回答

90％以上 

①道徳科の授業や学校生活全体を通

じて，心の教育の充実を図る。 

②児童が自己肯定感や自己有用感を

高められるよう，帰りの会等で互い

のよさや努力を認め合う機会を設

けるとともに，係活動や委員会活動

で児童一人一人が活躍できる場の

設定を工夫する。 

③Ｑ－Ｕ等を生かした学級集団の実

態把握と分析を行い，どの児童にと

っても自分の居場所となるような

温かな雰囲気の学級経営に努める。 

④スクールカウンセラーの周知を継

続的に行い，教育相談体制やケース

会議の充実を図るとともに，常時，

適時に児童の様子を共有し， 児童

の心のケアを行う等，学校全体で迅

速に対応する。 

⑤児童指導だよりや学年だよりを通

して児童一人一人のよさを認め育

てる取組について保護者に向けて

知らせる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 



３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が大

切にされ，活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，児童（生徒）の

悩みに寄り添い，相談に乗っ

たり，問題の解決に努めたり

して，児童生徒が明るくいき

いきと学校生活を送れるよう

にしている。」⇒保護者の肯定

的回答 90％以上 

①学校行事や縦割り班活動に，児童の

願いや思いを反映させ，意欲的に参

加できるようにする。 

②児童が，互いの国籍や文化の違い等

を認め合い尊重しながら生活でき

る態度を育てる。 

③学校生活アンケートやＱ－Ｕ，年間

２回の教育相談を実施し，児童の悩

みに寄り添いながら問題の早期発

見・解決に努め，保護者や教員間で

情報を共有できるようにするとと

もに，よりよい学級経営に努める。 

④児童が一人一人のよさを発揮し，自

己肯定感を高められるよう，授業や

帰りの会等で児童のよさや努力を

認め，称賛できる機会を積極的に設

ける。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 

４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「先生方の授業は分かりやす

く，一人一人に丁寧に教えて

くれる。」「教職員は，児童一

人一人が理解できるように教

材を工夫するなど，きめ細か

な指導をしている。」⇒児

童・保護者の肯定的回答

85％以上 

①本時のめあてを明確にし，児童と共

有することで「分かる授業」の実践

に努める。 

②書く活動を充実させるために，振り

返りの視点を作成し，児童自身が自

分の学びを文章で書けるようにす

る。教師は，児童の記述をもとに授

業改善に努める。 

③基礎・基本を確実に習得させるため

に，全教職員で共通理解を図り，朝

の学習の時間での個別支援を充実

させる。 

④学年内で日々の授業についての情

報交換や教材研究を行い，成果や課

題について相互に意見を交換する

ことで，よりよい授業づくりにつな

げていく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「学校に関わる職員全員がチ

ームとなり，協力して業務に

取り組んでいる。」⇒教職員の

肯定的回答 85％以上 

①「『いいね』と『わくわく』がいっぱ

い！楽しい学校 泉が丘」の合言葉

のもと，担当する校務分掌におい

て，個々の専門性を生かしながら質

の向上を目指すとともに，連携・協

力をさらに深め，業務の円滑化に努

めていく。 

②各担任・専科教員・少人数指導・養

護教諭・事務職員・栄養教諭・司書・

かがやきルーム担当・ALT・医療ケ

ア・学校業務担当・サテライト教室

担当，スクールカウンセラー等全職

員が一丸となって児童への指導や

教育環境整備を行う。 

③学年主任や管理職への報告・連絡・

相談を徹底し，早期的な問題の把握

と組織的な対応に努める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 



４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，教職員の勤務時間を

意識して，業務の効率化に取

り組んでいる。」⇒教職員の肯

定的回答 85％以上 

①現在の日課を継続し，放課後の時間

を有効に活用する。また，日常業務

の精選，行事・日課の工夫，リフレ

ッシュデーの設定等により，業務の

効率化に努める。 

②打合せや会議等の時間の効率化を

図ったり，ミライムや学習情報シス

テム，さくら連絡網等の ICT を活用

したりし，業務の適正化を推進する。 

③教職員で業務改善に向けた意見を

出し合い，積極的に改善に取り組む

とともに，教職員一人一人の勤務時

間，業務内容に関する意識改革を目

指す。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

Ａ17 児童と向き合う時間を

確保できている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，児童生徒と向き合う 

時間を確保できている」⇒教 

職員の肯定回答 85％以上 

①チームで支える児童理解と，個を大

切にする指導の徹底に努める。 

②学校が担うべき本来の役割を見極

め, 業務の精選や行事・日課の見直

しを行うとともに，ICT ツールや AI

を効果的に活用して校務の効率化

を図る。 

③学年内における教材・資料の共有と

業務の適正な平準化を推進し，教職

員の業務負担を最適化することで、

児童と向き合う時間の創出と教育

活動の質的向上を図る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ18 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「学校は，「小中一貫教育・地

域学校園」の取組を行ってい

る。」⇒教職員の肯定的回答

85％以上 

①地域学校園内の小中学校と連携し，

各部会・分科会で協働しながら小中

一貫のカリキュラムの取組の充実

や地域の教育資源に関する情報交

換を図る。 

②一人配置職員の連携を密にし，持続

可能な校務運営と教育活動を計画・

実践し，学校力の向上を図る。 

③小中合同清掃や乗り入れ授業，宮っ

子チャレンジの受入れ，合同あいさ

つ運動，特別支援学級交流会等,地

域学校園が連携して行っている教

育活動について学校ＨＰや各種た

より等を通じて地域や保護者に積

極的に情報発信し，「小中一貫教育」

の取り組みへの理解を高めていく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ19 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

実を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「学校は，家庭・地域・企業

等と連携・協力して，教育活

動や学校運営の充実を図って

いる。」⇒保護者の肯定的回答

90％以上 

①地域協議会や民児協関係者との情

報交換会で授業力向上や児童指導

に関する情報の共有を図りながら，

地域との連携をさらに高めていく。 

②読み聞かせボランティア,ICC 文庫

ボランティアによる読書活動や学校

支援ボランティアによる教科等での

協力体制の充実をさらに図り，その

様子を学校ＨＰ,各種たより,校内放

送等を通じて地域や保護者に情報発

信し，活動への理解を深めていく。 

③学習のねらいに則した出前授業を

積極的に行い，企業や各種団体と連

携を図りながら教育活動を充実さ

せるとともに，各教科年間指導計画

に明記し，次年度に引き継げるよう

にする。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 



６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ20 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，利用する人の安全

に配慮した環境づくりに努め

ている。（校内の施設，設備，

駐車場など）」⇒地域の肯定的

回答 85％以上 

①校内の施設，設備及び校庭の遊具等

について定期的な安全点検を徹底

し，危険個所については迅速な対応

に努める。 

②危機管理マニュアルを全職員で確

認し，避難訓練や引き渡し訓練等を

通して，事前事後指導を丁寧に行

い，不測の事態への対応に備える。 

③年度に応じて掲示等の校内環境を

整備し，利用する人それぞれが主体

的に安全に留意できるよう配慮す

る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ21 コンピュータなどのデ

ジタル機器やネットワー

クの点から，授業（授業

準備も含む）を行うため

の準備ができている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，授業（授業準備を含

む）や業務に，デジタル※を

積極的に活用している。」 

※デジタル・・・一人一台端

末，学校用グループウェア，

校務支援システム，デジタル

連絡ツールなど⇒教職員の肯

定的回答 85％以上 

①教室に実物投影機等を配備したり，

有効な物品を教職員で共有したり

して，デジタル機器が常に使いやす

い状態になっているよう，学習環境

を整える。 

②1人 1台端末の管理を適切に行い，

効果的な教材を共有することで，学

習活動が円滑に行えるよう取り組

む。端末使用の約束については児童

と保護者に定期的に周知し，正しい

使い方を身に付けさせる。 

③ICT 支援員と連携し，児童が授業等

において，1人 1台端末を効果的に

活用できるように支援し，主体的・

対話的で深い学びを促進し，児童の

情報活用能力を育成する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 児童は，時と場に応じ

たあいさつをしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，時と場に応じたあい

さつをしている。」⇒児童の肯

定的回答 85％以上 

「児童（生徒）は，時と場に

応じたあいさつをしている。」 

⇒地域の肯定的回答 85％以

上 

①児童が主体となって取り組むあい

さつ運動等についてＨＰや各種た

よりを活用して積極的に発信し，挨

拶の啓発を行う。 

②児童会活動を通して，挨拶の仕方や

大切さを伝え，児童が自ら挨拶でき

るようなきっかけづくりを行う。ま

た，各学級も朝の時間にあいさつ運

動を行う。学級活動や道徳科等の授

業を通して，発達段階に応じ，挨拶

の意義や心的効果について指導し，

校内及び地域の方々への自発的な

挨拶の啓発に努める。 

③日常的にあいさつをするために，教

師から積極的にあいさつをする。ま

た，時と場合に応じて適切なあいさ

つを使い分けられるよう各学級で

指導する。 

 【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ２ 児童は，きまりやマナ

ーを守って，生活をして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，きまりやマナーを守

って，生活をしている。」 

⇒児童の肯定的回答 85％以

上 

①生活目標を「泉が丘小学校の一日」

と関連付けて提示し，日々振り返る

ことで，秩序ある充実した学校生活

を送ることができるようにする。 

②生活当番による児童の実態に合わ

せた「生活目標」の焦点化と，目標

達成に向けた指導を行うとともに，

帰りの会等で振り返りを行い，達成

状況を確認する。 

③決まりやマナーを守った行動に対

し，児童が互いに認め合う機会や教

職員の称賛によって意識付けなが

ら自己指導能力の育成を図る。 

④決まりやマナーについてなぜ必要

なのかを児童に考えさせ，自ら判断

できる力を育む。 

 【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

  



 

Ｂ３ 児童は，自分の健康を

考えて適度に運動する習

慣を身に付けている。 

【数値目標】 

全体アンケ―ト 

「児童は，休み時間や放課後

に，体を動かしている。」 

⇒児童の肯定的回答 80％以

上 

 

①児童が扱いやすい体育用具等を整

備し，児童の運動への興味・関心を

高める。 

②保健領域と関連付け，健康の保持増

進のために，自己の健康に関心をも

たせるとともに，運動に親しませ，

外遊びを奨励する。 

③体育科の授業での課題選択できる

場の設定，児童が自ら運動参加する

ことに繋がる授業展開，運動委員会

主催による企画の実施等，児童が進

んで運動できる機会を創出する。 

④新体力テストの結果を活用した授

業の補強運動などに取り組むこと

を通して，基礎体力や運動技能の向

上を図る。 

  

 

Ｂ４ 学校の公開や情報の積

極的な発信・提供が行わ

れている。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「学校は，学校だよりや学校 

公開などで，できる限り情報 

を発信・提供している。」⇒保 

護者の肯定的回答 90％以上 

①さくら連絡網による学校だよりや

学年だより，各種たより等の速やか

かつ確実な伝達，学校ＨＰによる学

校行事や学年での児童の活動の様

子の伝達と，２つのツールを有効活

用しながら情報の発信を推進して

いく。 

②授業参観やオープンスクールを実

施し，学校での教育の様子を保護

者・地域に公開し，地域と共にある

学校を目指す。 

③地域協議会や民児協関係者との情

報交換会で，授業力向上や児童指導

に関する情報の共有を図りながら，

地域との連携をさらに高めていく。                  

（A19 再掲） 

  

 

Ｂ５ 学校は，地域の自然や

環境，人材を積極的に活

用し，豊かな教育活動を

推進している。 

【数値指標】 

全体アンケ―ト 

「学校は，地域の自然や環境， 

人材をできる限り活用しなが 

ら，豊かな教育活動を推進し 

ている。」⇒保護者の肯定的回 

答 85％以上 

①児童の実態や発達段階を踏まえ，各

教科・領域において地域の教育資源

や人材，資料等を活用し，地域のよ

さについて理解させる。 

②生活科・総合的な学習の時間の学習

活動や花壇・農園整備等において，

地域や保護者から構成される学校

支援ボランティアを積極的に活用

しながら，教育効果を高めていく。 

③読み聞かせボランティア,ICC 文庫

ボランティアによる読書活動や学

校支援ボランティアによる教科等

での協力体制の充実をさらに図り，

その様子を学校ＨＰ,各種たより,

校内放送等を通じて情報発信し，活

動への理解を深めていく。 

（Ａ19 再掲） 

  

〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 
 
７ 学校関係者評価 

 
 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
 

 


